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智
積
院
竪
義
前
講
法
要
に
お
け
る
経
釈
の
問
題貝

谷

隆

慧

　

平
成
二
十
九
年
、
三
十
年
に
亘
り
総
本
山
智
積
院
に
於
て
化
主
小
峰
一
允
猊
下
の
真
言
宗
長
者
就
任
記
念
と
し
て
伝
法
両
大
会
が

勤
修
さ
れ
た
。
伝
法
両
大
会
と
は
、
周
知
の
如
く
事
教
二
相
の
源
底
を
尽
く
し
た
法
会
で
伝
法
大
会
と
伝
法
灌
頂
の
二
大
法
会
の
こ

と
で
あ
る
。
伝
法
大
会
は
竪
義
と
も
称
し
、
現
今
智
積
院
で
は
化
主
猊
下
晋
山
の
歳
と
そ
の
在
任
中
に
慶
事
が
あ
っ
た
場
合
に
開
筵

さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
で
は
両
大
会
と
も
に
権
大
僧
都
か
大
僧
都
の
僧
階
に
位
置
す
る
者
が
僧
正
に
登
る
た
め
の
必
須
の
行
位
と
位
置
付
け
ら
れ
、

通
過
儀
礼
と
も
な
っ
て
い
る
。
竪
義
は
論
義
の
一
種
で
あ
り
、
そ
の
経
緯
、
内
容
に
つ
い
て
は
、『
智
山
の
論
義
』（
伝
法
院
選
書
）、

『
論
義
の
研
究
』（
智
山
勧
学
会
）、『
大
伝
法
会
掌
中
鈔
』（
小
野
塚
與
澄
著
）
に
詳
し
い
。
智
山
の
竪
義
の
目
的
は
、
根
来
時
代
の

諸
法
会
の
表
白
を
類
従
し
た
頼
豪
（
？
―
一
三
三
〇
）
の
『
束
草
集
』
第
六
巻
に
よ
れ
ば
「
右
、
當
寺
の
竪
義
と
は
正
し
く
は
鎮
守

明
神
の
法
楽
、
兼
ね
て
学
侶
研
鑽
の
大
業
な
り（
１
）」
と
あ
り
、『
智
積
院
史
』
に
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
竪
義
は
主
と
し
て
鎮
守
神
明

の
威
光
倍
増
法
楽
の
為
に
行
い
、
そ
の
加
護
を
請
い
一
山
の
興
隆
を
計
る
も
の
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
学
侶
の
研
鑽
、
恵
学
を
増
長
さ
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せ
る
為
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る（
２
）。

前
講
導
師
の
表
白
の
冒
頭
に
も
「
敬
っ
て
神
明
三
宝
に
白
さ
く
」
と
あ
り
、
論
匠
も
鎮
守
法
楽

の
為
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
竪
義
の
主
た
る
目
的
は
鎮
守
に
対
し
て
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
明
神
は
仏
法
を

聴
く
こ
と
に
よ
り
歓
喜
し
、
愈
々
そ
の
威
光
が
増
し
て
、
仏
法
を
擁
護
す
る
か
ら
で
あ
り
、
加
え
て
竪
義
に
は
修
学
課
程
に
お
け
る

試
験
の
意
味
が
あ
る
の
で
、
学
侶
の
教
学
研
鑽
の
目
的
の
た
め
に
執
行
さ
れ
る
。
智
積
院
の
竪
義
は
、
前
述
『
束
草
集
』
に
も
あ
る

よ
う
に
そ
の
淵
源
を
根
来
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
根
来
寺
焼
討
ち
に
あ
い
、
洛
東
に
智
積
院

が
再
興
さ
れ
る
も
竪
義
の
伝
承
は
途
切
れ
て
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
高
野
山
の
竪
精
を
学
び
取
り

入
れ
る
こ
と
に
な
り
竪
義
が
再
興
さ
れ
る
。
高
野
山
に
お
い
て
は
、
寺
院
の
衰
退
と
学
侶
の
怠
惰
に
よ
り
学
道
研
鑽
が
怠
ら
れ
、
明

神
が
仏
法
法
護
を
や
め
て
高
天
原
に
帰
る
と
の
託
宣
を
う
け
、
応
永
十
三
年
（
一
四
〇
六
）
に
無
量
寿
院
長
誉
（
？
―
一
四
二
三
）

と
釈
迦
文
院
快
全
（
？
―
一
四
二
四
）
は
南
都
興
福
寺
に
遊
学
し
て
維
摩
会
、
法
華
会
の
法
式
を
伝
習
し
、
翌
十
四
年
に
竪
義
を
始

行
し
た
こ
と
に
よ
る
が
、
こ
の
時
自
分
が
喜
ん
だ
証
拠
と
し
て
降
雨
の
奇
瑞
が
あ
る
と
明
神
は
告
げ
ら
れ
た
。
高
野
山
の
竪
義
は
明

ら
か
に
明
神
が
お
喜
び
に
な
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
勤
修
の
場
も
山
王
院
で
あ
り
、
主
た
る
目
的
は
鎮
守
へ
の
法
楽
で

あ
る
の
で
、
智
積
院
の
竪
義
は
、
高
野
山
の
も
の
と
そ
の
目
的
も
同
じ
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

水
原
堯
栄
編
『
金
剛
峯
寺
年
中
行
事
』
の
「
山
王
院
竪
精
」
の
項
に
は
、
論
義
を
十
五
種
に
類
別
し
、「
一
、
法
楽
論
義
。
二
、

勧
学
論
義
。
三
、
練
習
論
義
。
四
、
講
経
論
義
。
五
、
稚
児
論
義
。
六
、
娯
楽
論
義
。
七
、
武
家
論
義
。
八
、
宮
中
公
家
論
義
。
九
、

追
善
論
義
。
十
、
鎮
守
論
義
。
十
一
、
八
祖
論
義
。
十
二
、
十
座
論
義
。
十
三
、
竪
義
論
義
。
十
四
、
番
論
義
。
十
五
、
勅
願
論

義（
３
）」
と
し
て
い
る
。
智
積
院
の
竪
義
は
、
一
、
二
、
三
、
四
、
十
、
十
三
、
十
四
の
七
種
が
含
ま
れ
る
と
い
え
る
。

　

伝
法
大
会
竪
義
は
、
前
講
法
要
・
竪
精
・
論
匠
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
近
時
は
初
会
の
み
が
竪
精
の
前
後
に
前
講
法
要

と
論
匠
が
付
さ
れ
勤
修
さ
れ
て
い
る
。
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竪
義
の
歴
史
的
経
緯
や
論
義
問
答
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
広
く
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
前
講
法
要
に
つ
い
て
は
髙
井
観
海
猊

下
の
『
竪
義
綱
要
』
に
解
説
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
前
講
法
要
で
は
経
釈
に
て
『
蘇
悉
地
経
』
を
講
讃
す
る
の
で
あ
る
が
、
調

べ
て
い
る
と
い
く
つ
か
の
疑
問
点
、
問
題
点
に
気
づ
い
た
。

　

イ
、
講
讃
の
経
が
『
蘇
悉
地
経
』
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
経
釈
の
内
容
が
、
ほ
ぼ
『
蘇
悉
地
経
略
疏
』
慈
覚
大
師
円
仁
撰
か
ら
引
用

さ
れ
て
い
る
。

　

ロ
、
前
講
導
師
が
勧
請
に
て
「
大
日
経
深
妙
典
」
と
唱
え
て
い
る
の
に
経
釈
で
は
『
蘇
悉
地
経
』
を
講
讃
し
て
い
る
。

　

ハ
、
問
者
の
問
い
か
け
に
て
「
講
讃
の
経
の
中
に
は
」
と
し
な
が
ら
、
質
問
の
内
容
は
『
蘇
悉
地
経
』
か
ら
質
問
し
て
い
な
い
。

　

ニ
、
論
義
の
内
容
と
講
讃
の
経
が
合
わ
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
に
つ
い
て
新
義
の
系
統
を
継
ぐ
豊
山
・
根
来
寺
に
て
用
い
ら
れ
る
竪
精
の
法
則
等
を
比
較
検
討
し
、

考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
高
野
山
で
の
法
則
も
比
較
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
筆
者
は
高
野
山
所
用
の
も
の
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
、
入
手
次
第
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

因
み
に
豊
山
の
伝
法
大
会
は
智
山
よ
り
も
六
年
早
く
、
元
禄
三
年
に
第
十
三
世
卓
玄
能
化
（
一
六
三
二
―
一
七
〇
四
）
の
時
に
南

都
の
法
式
を
伝
習
し
、
再
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

根
来
寺
の
伝
法
大
会
は
、
赤
塚
祐
道
師
の
報
告（
４
）に
は
、
江
戸
期
に
は
伝
法
大
会
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
昭
和
四
十
七
年
に
木
村
修

補
氏
を
中
心
に
関
尚
道
氏
、
小
林
隆
照
氏
ら
に
よ
っ
て
豊
山
の
式
に
則
り
行
わ
れ
、
今
に
到
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
現
行
、
根
来
寺
伝

法
大
会
の
法
式
は
、
豊
山
の
も
の
と
全
同
で
あ
る
。
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一
、『
前
講
表
白
』

　

智
積
院
の
竪
義
は
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
の
根
来
焼
討
ち
に
よ
り
竪
義
が
中
断
さ
れ
、
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）
に
智
積

院
第
九
世
宥
鑁
能
化
（
一
六
二
四
―
一
七
〇
二
）
の
時
に
、
後
の
第
十
一
世
空
覚
房
覚
眼
（
一
六
四
三
―
一
七
二
五
）、
後
の
第
十

二
世
音
識
房
義
山
（
一
六
四
六
―
一
七
二
二
）、
後
の
真
福
寺
善
海
房
運
寿
（
？
―
一
七
一
二
）、
巧
智
房
観
応
（
一
六
五
六
―
一
七

一
〇
）
等
の
四
人
を
高
野
山
に
遣
わ
し
根
来
の
教
義
と
合
わ
せ
て
、
同
年
九
月
十
五
日
に
智
積
院
に
て
勤
修
し
、
再
興
す
る
こ
と
に

な
る（
５
）。
こ
の
頃
は
、
第
七
世
運
敞
が
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
に
遷
化
す
る
も
、
そ
の
学
徳
に
接
し
た
多
く
の
学
侶
が
智
積
院
に
て

学
び
、『
智
積
院
史
』
に
よ
れ
ば
、「
第
九
世
宥
鑁
・
第
十
世
専
戒
能
化
の
両
代
を
経
て
第
十
一
世
覚
眼
僧
正
の
代
に
至
れ
ば
、
更
に

愈
学
徒
増
員
し
て
千
三
百
余
人
の
多
き
に
達
す
る
に
至
っ
た
」
と
あ
り
、
学
侶
の
研
鑽
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
元
禄
五
年
に
は
学
侶
の

増
員
に
伴
う
妙
法
院
所
属
の
三
河
山
三
千
四
百
三
十
二
坪
を
借
用
し
学
寮
を
建
て
る
等（
６
）、

竪
義
復
興
の
機
運
も
整
い
、
更
に
は
竪
義

が
復
興
し
た
こ
と
も
増
員
の
一
因
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

再
興
の
竪
義
で
は
、
こ
の
時
の
四
人
う
ち
覚
眼
は
精
義
者
、
運
寿
は
竪
者
、
観
応
は
註
記
者
を
勤
め
て
い
る
。
し
か
し
、
前
講
法

要
の
講
師
は
、
誰
が
勤
め
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
因
み
に
残
り
の
一
人
で
あ
る
義
山
は
、
翌
十
年
に
精
義
者
を
勤
め
て
い
る
。

　

現
在
智
積
院
に
お
い
て
所
用
す
る
前
講
法
要
の
草
本
は
、『
智
山
全
書
』
第
十
巻
所
収
の
『
前
講
法
則
』
で
あ
る
。『
智
山
法
要
便

覧
』
第
二
集
に
は
、
こ
れ
を
書
き
下
し
、
博
士
を
付
し
て
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
に
は
「
右
前
講
導
師
作
法
并
び
に
問
者
表
白
は

覚
眼
大
僧
正
の
製
作
な
り（
７
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
智
積
院
第
十
一
世
覚
眼
能
化
の
製
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
但
し
、「
問
者

表
白
」
は
『
智
山
全
書
』
第
十
巻
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
く
、『
智
山
法
要
便
覧
』
第
二
集
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。『
智
山
全
書
』
第

十
巻
に
は
覚
眼
記
と
し
て
こ
の
他
に
『
竪
者
手
控
』
一
巻
、『
精
義
者
手
控
』
一
巻
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
者
は
宝
永
三
年
（
一
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七
〇
六
）
に
覚
眼
が
題
者
を
勤
め
た
折
り
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、『
前
講
法
則
』
も
そ
の
際
に
製
作
さ
れ
た
も
の
か
、
或
は
『
竪

義
軌
則
私
記
』
広
音
記
に
よ
れ
ば
、「
前
講
配
役
は
、
導
師
は
次
前
の
精
義
者
こ
れ
を
勤
む
。
読
師
は
上
の
如
し
。
（
８
）」

と
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
覚
眼
は
元
禄
九
年
に
精
義
者
を
勤
め
て
い
る
の
で
翌
十
年
に
は
講
師
を
勤
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
時
の
製
作
か
と
考
え
ら
れ
る
。「
問
者
表
白
」
に
は
「
毎
歳
恒
規
の
会
場
を
飾
っ
て（
９
）」

と
あ
り
、
毎
歳
で
あ
る
と
す
る
と
宝
永
三

年
（
一
七
〇
六
）
の
前
に
開
筵
さ
れ
た
竪
義
は
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
で
あ
り
三
年
の
開
き
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
元
禄
十
年

か
ら
同
十
二
年
ま
で
は
毎
年
勤
修
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
元
禄
十
年
か
ら
同
十
二
年
の
製
作
と
な
ろ
う
。
こ
の
「
毎
歳
」
の
文
言
に

つ
い
て
、
現
行
で
は
毎
年
開
筵
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
実
状
に
合
わ
せ
て
改
め
る
こ
と
も
必
要
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

因
み
に
南
都
や
天
台
に
て
も
、
講
師
は
竪
義
に
て
及
第
し
た
者
が
勤
め
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
前
年
の
精
義
者
が
講
師
を
勤
め
る
規

則
は
、
伝
統
的
な
配
役
で
あ
る
と
い
え
る
。
読
師
は
竪
者
を
勤
め
た
者
が
配
役
さ
れ
る
。
但
し
、
現
行
で
は
こ
の
限
り
で
は
な
く
講

師
に
は
講
伝
所
の
阿
闍
梨
が
、
読
師
に
は
内
局
よ
り
配
役
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伝
法
大
会
に
使
用
す
る
葵
頭
に
五
獅
子
と
枝
に
三

鈷
杵
が
刻
ま
れ
て
い
る
大
如
意
は
頼
瑜
が
所
持
し
た
如
意
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
理
源
大
師
聖
宝
尊
師
が
、
維
摩
会
竪
義
に
使
用
し

た
如
意
が
、
長
さ
が
88
・
９
㎝
も
あ
る
大
き
さ
で
、
表
に
は
五
師
子
が
枝
に
は
三
鈷
が
彫
ら
れ
、
顕
密
に
よ
く
通
じ
た
義
を
表
し
た

も
の
で
、
後
に
は
維
摩
会
の
講
師
は
、
法
会
に
必
ず
こ
の
如
意
を
用
い
る
こ
と
が
恒
例
と
な
っ
て
い
っ
た
。
頼
瑜
は
南
都
に
竪
義
を

学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
五
師
子
・
三
鈷
の
如
意
は
尊
師
以
来
の
伝
統
的
な
由
緒
の
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

　

百
年
ほ
ど
下
が
る
資
料
で
は
あ
る
が
『
純
雅
雑
記
』
に
は

問
云
ク
、
伝
法
大
会
ヲ
初
行
セ
ラ
レ
候
ハ
イ
カ
ニ
。
答
云
ク
、
軌
則
譜
曲
等
ヲ
習
学
ス
ル
タ
メ
覚
眼
・
運
寿
両
人
高
野
山
ニ
躋

リ
、
法
要
論
談
ノ
軌
則
、
竪
者
・
精
義
・
五
問
・
前
講
論
匠
所
作
等
悉
ク
暗
練
セ
ラ
レ
、
帰
山
ノ
後
根
嶺
ノ
法
則
ト
照
合
シ
テ
、

覚
眼
ヲ
精
義
ト
シ
、
運
寿
ヲ
竪
者
ト
シ
テ
、
金
堂
ニ
オ
イ
テ
始
行
セ
ラ
ル
也（

（（
（
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と
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
講
法
要
の
講
師
、
并
び
に
問
者
の
表
白
も
高
野
山
所
用
の
も
の
を
転
用
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
の
格
式
も
、
十
条
の
論
義
を
問
答
す
る
も
の
で
あ
り
、
智
山
で
は
前
講
・
竪
精
・
論
匠
と
し
て
勤
め
て
い
る
も
の
を
高
野
山
山

王
院
竪
精
で
は
前
講
・
本
講
・
後
講
と
し
て
い
る
が
、
本
講
を
竪
精
、
後
講
を
論
匠
と
も
称
し
て
い
る
の
で
、
高
野
山
か
ら
の
伝
承

で
あ
る
こ
と
が
肯
首
さ
れ
る
。『
竪
義
軌
則
手
控
』
広
音
記
「
初
め
覚
眼
、
運
寿
、
義
山
の
三
人
、
野
山
に
遊
び
之
を
伝
え
る
の
日
、

南
山
役
草
に
於
て
は
博
士
な
し
。
故
に
三
人
博
士
を
点
じ
て
前
官
に
呈
す
。
前
官
大
い
に
こ
れ
を
称
嘆
す
。（

（（
（

」
と
あ
り
、
当
時
の
高

野
山
の
役
草
（
説
草
）
は
、
無
博
士
で
あ
っ
た
の
で
こ
れ
を
点
じ
て
前
官
に
送
り
、
喜
ば
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
上
の
『
純
雅

雑
記
』
の
文
と
合
わ
せ
て
考
え
る
に
、
根
来
に
て
行
わ
れ
て
い
た
法
則
の
博
士
を
付
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し

か
し
『
純
雅
雑
記
』
に
は
「
軌
則
譜
曲
ヲ
習
学
ス
ル
タ
メ
」
と
あ
り
、
高
野
山
の
博
士
を
伝
習
し
た
と
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
博
士
の
伝
習
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

二
、
講
讃
の
経
が
『
蘇
悉
地
経
』
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
経
釈
が
『
蘇
悉
地
経
略
疏
』
慈
覚
大
師
円
仁
撰
か
ら
の
引
用

で
あ
る
こ
と
。

　

講
師
の
表
白
に
て
経
釈
で
は
『
蘇
悉
地
経
』
を
講
讃
し
て
い
る
。
根
来
時
代
の
説
草
を
ま
と
め
た
『
諸
説
相
』（

（（
（

の
中
や
智
山
に
お

け
る
論
義
の
法
会
に
『
蘇
悉
地
経
』
を
講
讃
す
る
も
の
は
管
見
で
は
見
い
だ
せ
な
く
、
特
異
な
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
因
み
に
現
在
、

伝
法
大
会
に
お
い
て
豊
山
と
新
義
（
根
来
寺
）
で
は
『
大
日
経
』
を
講
讃
し
て
い
る
。

　
『
蘇
悉
地
経
』
は
、
天
台
に
お
い
て
は
不
二
の
経
典
と
し
て
重
き
を
な
し
、
不
二
の
灌
頂
に
『
蘇
悉
地
経
』
を
充
て
て
い
る
。
一
方
、

真
言
宗
に
て
は
宗
祖
大
師
の
『
三
学
録
』
に
て
律
部
の
経
典
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
蘇
悉
地
の
訳
語
が
妙
成
就
と
い
う
こ

と
か
ら
、
両
部
の
行
法
の
悉
地
成
就
の
為
に
は
『
蘇
悉
地
経
』
の
説
き
示
す
と
こ
ろ
に
従
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
く
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る
も
、
両
部
不
二
に
て
両
部
の
他
に
別
に
不
二
は
な
い
と
い
う
立
場
よ
り
蘇
悉
地
の
灌
頂
は
行
わ
れ
な
い
。
ま
た
中
院
流
等
に
は
許

可
灌
頂
に
て
蘇
悉
地
の
印
明
が
授
け
ら
れ
、
幸
心
流
に
お
い
て
も
切
紙
や
諸
印
信
に
お
い
て
三
部
経
大
事
、
妙
拳
士
手
（
蘇
悉
地
大

事
）
と
し
て
授
け
ら
れ
『
蘇
悉
地
経
』
の
深
旨
を
秘
印
明
と
し
て
相
伝
し
、
不
二
の
経
典
で
あ
る
と
も
伝
え
て
い
る
。
ま
た
伝
授
目

録（
（（
（

に
は
、
三
部
秘
経
と
し
て
『
金
剛
頂
経
』、『
大
日
経
』、『
蘇
悉
地
経
』
と
挙
げ
、
天
台
宗
と
は
ま
た
違
っ
た
解
釈
を
し
な
が
ら
も

重
要
な
位
置
付
け
と
し
て
い
る
。

　
『
蘇
悉
地
経
』
が
経
釈
に
用
い
ら
れ
る
理
由
で
あ
る
が
、
髙
井
観
海
猊
下
の
『
竪
義
綱
要
』
に
は
、

何
故
に
竪
義
前
講
に
こ
の
『
蘇
悉
地
経
』
を
講
讃
し
た
る
や
、
恐
ら
く
不
二
の
深
旨
を
明
か
し
た
妙
典
に
し
て
妙
成
就
を
基
調

と
し
、
軍
荼
利
金
剛
、
数
十
の
疑
問
を
発
し
て
金
剛
手
に
請
決
し
た
る
請
問
品
は
蓋
し
竪
精
の
問
答
往
復
に
擬
儀
す
る
を
も
っ

て
、
こ
の
経
典
を
講
讃
す
る
に
至
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。（

（（
（

　

し
か
し
、
根
来
時
代
に
は
多
く
の
論
義
法
要
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
上
記
の
よ
う
に
『
蘇
悉
地
経
』
を
講
讃
す
る
も
の
は
な
く
、

髙
井
観
海
猊
下
の
指
摘
す
る
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
他
の
論
義
法
要
に
も
用
い
ら
れ
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
も
、
見
当
た
ら

な
い
。『
蘇
悉
地
経
』
を
用
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
元
禄
九
年
に
高
野
山
に
竪
義
を
学
び
再
興
す
る
が
、
そ
の
高
野
山
に
お
い
て
の

竪
精
の
経
釈
で
は
三
つ
の
経
典
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
大
日
経
』、『
金
剛
頂
経
』、『
蘇
悉
地
経
』
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

干
支
に
よ
っ
て
用
い
る
経
典
を
配
当
さ
せ
て
い
る
。

『
大
日
経
』 　

―
丑
・
辰
・
未
・
戌

『
金
剛
頂
経
』
―
寅
・
巳
・
申
・
亥

『
蘇
悉
地
経
』
―
子
・
卯
・
午
・
酉

　

元
禄
九
年
は
子
の
歳
な
の
で
経
釈
に
は
『
蘇
悉
地
経
』
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
転
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
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れ
る
。

　

ま
た
『
智
山
全
書
』
本
の
「
前
講
法
則
」
講
師
表
白
に
は
「
経
釈
」
の
所
に
細
註
と
し
て
「
講
経
三
経
、
各
年
な
り（

（（
（

」
と
あ
る
。

三
経
と
は
高
野
山
か
ら
の
伝
承
を
考
え
れ
ば
『
大
日
経
』、『
金
剛
頂
経
』、『
蘇
悉
地
経
』
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
高
野
山
と
同
じ
よ

う
に
各
年
に
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。『
大
日
経
』
や
『
金
剛
頂
経
』
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
法
則
が
な
い
か
、『
智
山
書

庫
所
蔵
目
録
』
に
よ
り
竪
義
関
係
の
文
献
の
閲
覧
調
査
の
機
会
を
得
、
そ
の
結
果
、
前
講
法
要
関
係
の
文
献
は
以
下
の
も
の
が
あ
っ

た
。

　

・
伝
法
大
会
前
講
導
師
法
則　

写　

帙
入
一
巻
一
冊（

（（
（

　
　

 

（
奧
）	

享
保
十
四
己
酉
年
閏
覚
眼
大
僧
正
自
作
前
講
導
師
法
則
一
帖
附
智
積
勧
学
院
者
也　

総
持
院
住
持
沙
門
教
恩
根
源

于
時
元
治
元
歳
次
甲
子
六
月
十
四
日
右
以
正
本
模
写
之
猶
予
前
講
導
師
当
役
故
以
余
本
清
転
土
一
校
畢　

求
法
苾
蒭

智
山
第
三
座
龍
存
隆
願

　

・
伝
法
大
会
手
鑑　

他　

四
巻
四
冊（

（（
（

他
に
前
講
法
則
・
講
師
答
牒
・
論
匠
表
白
・
前
講
并
表
白
・
問
者
・
随
喜
導
師
、
疏
十
釈
貳
竪
者
、
疏
十
釈
二
精
（
短

冊
）
あ
り

　

・
竪
義
口
記　

一
冊（

（（
（

　
　

 

（
奧
）	

弘
化
四
丁
未
伝
法
大
会
被
仰
付
候
依
之
先
年
大
龍
師
被
相
勤
候
同
記
借
用
写
得
是
則
手
続
意
得
□
□　

如
月
賢
盛
四

十
八
□

　

・『
伝
法
大
会
日
記
』
一
冊（

（（
（

　
　

 

（
奧
）	

安
政
二
年
（
乙
卯
）
年
八
月
二
十
一
日
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・『
竪
義
軌
則
』
一
巻
一
冊（

（（
（

　

・『
竪
義
法
則
』
一
巻
一
冊（

（（
（

　
　

 
（
奧
）	

于
時
嘉
永
二
乙
酉
歳
九
月
八
日
洛
東
智
山
於
月
輪
院
写
焉
畢
在
嶺
之
砌

　

・『
竪
義
要
用
請
取
覚
（
他
）』
写　

八
点（

（（
（

　
　

 

（
奧
）	
天
明
三
年
真
俊

　

い
ず
れ
も
前
講
法
要
の
講
経
は
『
蘇
悉
地
経
』
で
あ
り
、『
大
日
経
』、『
金
剛
頂
経
』
を
講
讃
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
。
し
か
も

他
の
写
本
も
同
じ
く
『
智
山
全
書
』
本
と
同
じ
よ
う
に
「
経
釈
」
の
下
に
細
註
で
「
講
経
三
経
、
各
年
な
り
」
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
す
る
と
経
釈
は
三
つ
の
経
典
で
あ
る
と
の
原
則
で
あ
る
も
、
江
戸
時
代
中
期
に
は
竪
義
を
智
積
院
に
再
興
し
た
覚
眼
能

化
製
作
の
も
の
が
定
型
化
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
経
釈
は
慈
覚
大
師
円
仁
の
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
略
疏
』
第
一（

（（
（

か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。
両
者
を
比
較
す

る
と
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

『
蘇
悉
地
羯
羅
経
略
疏
』
円
仁
撰

智
山
所
用
『
蘇
悉
地
経
』
経
釈

蘇
悉
地
羯
羅
経
請
問
品
第
一

将
に
此
の
経
を
釋
せ
ん
と
す
る
に
分
っ
て
三
門
と
な
す
。
初
め

に
略
し
て
経
の
意
を
明
か
し
、
次
に
題
目
を
釈
し
、
後
に
は
経

の
文
を
判
ず
。
初
め
に
経
の
意
と
は
、
言
う
所
の
蘇
悉
地
羯
羅

経
と
は
、
是
れ
三
部
の
経
王
、
諸
尊
の
肝
心
な
り
。
真
言
の
秘

旨
を
諸
総
し
、
大
教
の
要
妙
を
該
貫
す
。
是
を
以
っ
て
精
進
忿

将
に
此
の
経
を
釋
せ
ん
と
欲
す
る
に
三
門
あ
る
べ
し
。

初
め
に
大
意
は
、
蘇
悉
地
羯
羅
経
と
は
、
是
れ
三
部
の
経
王
、

諸
仏
の
肝
心
。
真
言
の
秘
旨
を
括
総
し
、
大
教
の
要
妙
を
該
貫

す
。
是
を
以
っ
て
精
進
忿
怒
、
衆
機
を
観
じ
て
数
十
の
疑
問
を

発
し
、
持
明
大
仙
、
未
来
を
鑒
み
て
真
言
の
法
則
を
開
き
玉
え
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怒
、
衆
機
を
撃
ち
て
数
十
の
疑
問
を
発
し
、
持
明
大
仙
、
未
来

を
鑒
み
て
真
言
の
法
則
を
開
き
玉
え
り
。　
羯
羅
の
五
荘
厳
遍
く

眞
明
に
渉
り
て
而
も
経
緯
と
な
る
。
悉
地
の
九
成
就
且
だ
諸
部

に
通
じ
て
階
位
を
成
ぜ
し
む
る
に
至
っ
て
は
、
修
行
の
輩
は
必

ず
三
際
の
利
に
攀
ぢ
、
信
修
の
類
は
寔
に
世
出
世
の
驗
を
獲
。

諸
部
の
大
教
此
の
経
に
非
れ
ば
支
分
備
は
ら
ず
。
衆
尊
の
秘
法

是
の
真
典
に
非
ざ
れ
ば
未
だ
妙
術
有
ら
ず
、
大
虚
を
凌
ぐ
霊
翅

地
蔵
を
開
く
神
術
、
唯
是
れ
此
の
真
典
な
り
。

り
。

修
行
の
輩
は
必
ず
三
際
の
勝
利
に
攀
ぢ
、
信
修
の
類
は
寔
に
世

出
世
の
驗
を
獲
。
諸
部
の
大
教
此
の
経
に
非
れ
ば
支
分
備
は
ら

ず
。
諸
尊
の
秘
法
此
の
典
に
非
ざ
れ
ば
未
だ
妙
術
有
ら
ず
、
大

虚
を
凌
ぐ
霊
術
地
蔵
を
開
く
神
驗
唯
此
の
真
典
な
り
。

次
に
題
目
を
釋
と
は
、
蘇
悉
地
羯
羅
と
は
、
是
れ
則
ち
西
域
の

言
、
今
此
に
は
妙
成
就
と
云
う
。
蘇
悉
地
と
知
ら
る
べ
し
。
羯

羅
と
は
又
迦
羅
抳
と
云
う
。
此
に
は
作
と
云
う
な
り
。
又
羯
頼

麽
（
引
）
抳
、
此
に
は
業
と
云
う
。
又
迦
羅
抳
、
此
に
は
務
と

云
う
な
り
。

並
べ
て
将
に
通
用
す
べ
し
。
今
此
の
経
は
妙
に
世
出
世
の
諸
の

作
業
を
成
就
す
。
世
の
業
と
は
謂
く
六
趣
四
生
の
諸
の
有
情
の

楽
う
所
の
業
な
り
、
出
世
の
業
と
は
是
れ
二
乗
菩
薩
等
の
諸
の

聖
者
の
楽
う
所
の
業
な
り
。
然
る
に
持
明
大
仙
大
智
大
悲
に
安

住
し
て
、
眞
明
微
細
の
支
分
を
開
敷
し
玉
う
。
苦
と
し
て
救
は

ざ
る
こ
と
無
く
、
楽
と
し
て
與
え
ず
る
こ
と
無
し
。
諸
の
有
情

の
願
楽
に
随
っ
て
能
く
妙
え
に
其
の
意
願
を
成
弁
し
て
、
毘
盧

の
真
位
に
安
住
せ
し
む
。
故
に
妙
成
就
等
と
云
う
。
経
と
い
っ

ぱ
梵
に
素
怛
覧
と
云
う
。
聖
教
の
都
名
な
り
。
三
際
に
亘
っ
て

改
易
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
経
と
云
う
。
即
ち
常
恒
不
変
の
義
な

次
に
題
目
を
釋
せ
ば
、
蘇
悉
地
羯
羅
と
者
、
是
れ
則
ち
西
域
の

言
、
此
に
は
妙
成
就
と
云
う
。

世
出
世
の
諸
の
作
業
を
成
ず
。
世
間
の
業
と
は
謂
く
六
趣
四
生

の
諸
の
有
情
の
願
う
所
、
出
世
の
業
と
は
謂
く
二
乗
菩
薩
諸
の

聖
者
の
意
に
楽
う
所
な
り
。
然
る
に
持
明
大
仙
大
智
大
悲
に
安

住
し
て
、

苦
と
し
て
救
は
ざ
る
こ
と
無
く
、
楽
と
し
て
與
え
ず
る
こ
と
無

し
。
諸
の
有
情
の
類
に
随
っ
て
純
ら
妙
え
に
其
の
意
願
を
成
弁

し
て
、
毘
盧
の
真
位
に
安
住
せ
し
む
。
故
に
妙
成
就
と
云
う
。

経
と
い
っ
ぱ
梵
に
は
素
怛
覧
と
云
う
聖
教
の
都
名
な
り
。
三
際

に
亘
っ
て
改
易
す
べ
か
ら
ず
。
故
に
経
と
云
う
。
即
ち
常
恒
不

変
の
義
な
り
。
軍
荼
利
金
剛
数
十
の
疑
問
を
発
し
て
金
剛
手
に
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り
。
軍
荼
利
金
剛
数
の
問
を
発
し
て
決
を
金
剛
手
に
請
う
。
故

に
請
問
と
云
う
。
此
の
経
に
卅
四
品
に
有
り
。
此
の
品
は
首
に

居
す
が
故
に
第
一
と
云
う
。

請
決
す
。
故
に
請
問
品
と
云
う
。
卅
四
品
に
於
て
此
の
品
初
に

居
す
故
に
第
一
と
云
う
。

爾
の
時
に
忿
怒
軍
荼
利
菩
薩
、
合
掌
恭
敬
し
て
尊
者
執
金
剛
の

足
を
頂
礼
し
等
、
こ
れ
第
三
に
経
文
を
判
ず
と
は
、
此
の
経
は

一
部
三
巻
な
り
。
是
れ
唐
朝
の
輸
婆
迦
羅
、
此
に
は
善
無
畏
三

蔵
と
云
う
。
訳
す
る
に
卅
四
品
あ
り
。
若
し
諸
経
に
准
ぜ
ば
、

通
別
二
序
及
び
嘱
累
有
る
べ
し
。
今
此
の
経
に
於
い
て
是
の
事

次
に
入
文
判
釈
せ
ば
、
此
の
経
三
巻
は
唐
朝
の
輸
婆
迦
羅
三
蔵

の
訳
な
り
。
即
ち
卅
四
品
あ
り
。
若
し
諸
経
に
準
ぜ
ば
文
の
初

め
に
通
序
を
置
き
、
文
の
後
に
嘱
累
有
る
べ
し
。

無
き
は
、
然
る
に
傳
持
の
人
其
の
不
要
を
略
す
。
但
し
真
要
を

傳
う
る
が
故
に
如
是
等
の
二
序
及
び
嘱
累
無
し
。
若
し
處
を
明

さ
ば
普
賢
の
宮
殿
を
指
す
べ
し
。
即
ち
須
弥
山
頂
は
金
剛
手
の

所
住
な
り
。
普
賢
の
宮
に
非
ざ
る
こ
と
無
き
故
な
り
。

然
る
に
傳
持
の
人
略
し
て
安
せ
ず
。
但
し
真
要
を
傳
う
る
が
故

に
如
是
等
の
五
句
及
び
嘱
累
の
辞
無
し
。
若
し
説
處
を
明
さ
ば

普
賢
の
宮
殿
を
指
す
べ
し
。
金
剛
手
の
住
處
は
普
賢
の
宮
に
非

ざ
る
こ
と
無
し
、
故
に
一
部
三
門
の
綱
要
是
の
如
し
。

※
傍
線
―
部
分
は
、
智
山
所
用
の
経
釈
と
同
じ
所
を
指
す
。

※
便
宜
上
、
上
段
の
文
と
の
比
較
の
た
め
に
適
宜
改
行
し
た
。

　
『
蘇
悉
地
経
略
疏
』
の
傍
線
部
は
講
師
の
経
釈
の
部
分
で
あ
る
の
で
少
々
略
さ
れ
て
は
い
る
が
、『
蘇
悉
地
経
略
疏
』
の
冒
頭
よ
り

ほ
ぼ
同
文
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
円
仁
撰
の
『
蘇
悉
地
羯
羅
経
略
疏
』
を
ど
の
よ
う
な
理
由
で
引
用
し
た
か
は
定
か

で
な
い
が
、
赤
塚
氏
の
指
摘（

（（
（

の
よ
う
に
『
諸
説
草
』
の
経
釈
に
は
、『
大
乗
起
信
論
』
と
『
阿
弥
陀
経
』
以
外
で
は
、
宗
祖
大
師
の

開
題
類
や
興
教
大
師
の
著
作
か
ら
引
用
し
、
意
味
を
取
っ
て
い
る
。
宗
祖
大
師
や
興
教
大
師
に
は
『
蘇
悉
地
経
』
に
対
す
る
著
作
は

な
い
の
で
、
最
も
有
名
な
円
仁
の
著
作
よ
り
採
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
経
釈
を
な
す
の
に
他
宗
の
祖
師
の
著
作
か
ら
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の
引
用
す
る
こ
と
は
、
あ
り
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
検
討
と
し
た
い
。

　

以
前
に
、
資
延
恭
敏
和
尚
よ
り
智
山
の
竪
義
に
於
け
る
『
蘇
悉
地
経
』
の
経
釈
は
高
野
山
所
用
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
と
教
示
頂
い

た
こ
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
元
禄
九
年
の
お
り
に
高
野
山
よ
り
伝
習
し
て
き
た
も
の
を
経
釈
に
お
い
て
は
そ
の
ま
ま
採
用
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
豊
山
と
新
義
（
根
来
寺
）
は
『
大
日
経
』
を
講
讃
し
て
い
る
。
そ
の
文
は
、
醍
醐
寺
水
本
坊
隆
源
（
一
三
四
二
―

一
四
二
六
）
が
製
し
た
と
さ
れ
る
夏
報
恩
講
の
文
（『
諸
説
相
』
下
巻
所
収
）
で
あ
り
、
縁
起
や
論
義
の
趣
旨
の
所
を
除
け
ば
、
ほ

ぼ
同
文
で
あ
る
。
因
み
に
寛
文
六
年
の
仙
洞
論
義
に
お
け
る
第
七
世
運
敞
能
化
（
一
六
一
四
―
一
六
九
三
）
が
草
し
た
表
白
文（

（（
（

も
夏

報
恩
講
説
草
を
元
に
し
て
製
作
さ
れ
て
い
る
。
特
に
問
題
と
な
る
『
大
日
経
』
講
讃
の
箇
所
は
同
じ
で
あ
る
。

　

豊
山
派
所
用
の
『
豊
山
伝
法
大
会
儀
則
』（

（（
（

と
新
義
真
言
宗
根
来
寺
所
用
の
『
根
嶺
伝
法
大
会
艸
本
』
は
同
文
で
あ
る（

（（
（

。
比
較
の
為

に
『
豊
山
伝
法
大
会
儀
則
』
と
『
諸
説
草
』（

（（
（

所
収
の
夏
報
恩
講
の
文
を
挙
げ
れ
ば
次
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

『
豊
山
伝
法
大
会
儀
則
』
豊
山
派
所
用

大
毘
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
入
眞
言
門
住
心
品
第
一

将
に
此
の
経
を
釈
せ
ん
と
す
、
大
意
等
の
三
門
有
る
べ
し
、
初

め
に
大
意
者
、
今
の
經
者
一
切
如
来
の
根
本
秘
蔵
、
自
性
法
身

内
證
智
の
境
界
な
り
、
人
法
独
尊
に
し
て
教
義
絶
離
せ
り
、
若

し
善
男
善
女
有
て
纔
に
此
の
門
に
入
れ
ば
、
則
ち
三
大
僧
祇
を

一
念
の
阿
字
に
超
え
、
無
量
の
福
智
を
三
密
の
金
剛
に
具
す
。

『
諸
説
草
』「
夏
報
恩
講
」

大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
入
真
言
門
住
心
品
第
一

将
に
此
の
経
を
釈
し
た
て
ま
つ
ら
ん
と
す
る
に
大
意
等
の
三
門

有
る
べ
し
。
初
め
に
大
意
は
、
今
の
経
は
一
切
如
来
の
根
本
秘

蔵
に
し
て
自
性
法
身
内
證
智
の
境
界
な
り
。
人
法
独
尊
に
し
て

教
義
離
絶
な
り
。
若
し
善
男
善
女
あ
り
て
纔
か
に
此
の
門
に
入

れ
ば
、
則
ち
三
大
僧
祇
を
一
念
の
阿
字
に
超
え
、
無
量
の
福
智
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経
の
大
意
此
の
如
し
、
次
に
題
目
を
釈
せ
ば
、
大
者
横
竪
は
無

辺
際
之
義
、
毘
盧
遮
那
者
除
闇
遍
明
と
翻
ず
、
成
者
不
壊
不
断

之
義
、
佛
者
正
覚
正
智
之
義
、
神
変
と
者
測
ら
不
る
を
神
と
曰

ふ
。
常
に
異
な
る
を
変
と
名
く
。
加
持
者
入
我
我
入
之
義
、
経

者
貫
串
不
散
之
義
、
入
真
言
門
住
心
品
と
者
、
此
の
教
の
菩
薩

は
眞
語
を
門
と
為
し
、
因
従
り
果
に
至
る
ま
で
は
、
皆
な
無
所

住
を
以
て
而
も
其
の
心
に
住
す
、
故
に
此
の
名
を
得
、
品
者
類

別
同
之
義
也
、
第
一
者
数
之
初
也
。
次
に
入
門
判
釈
せ
者
、
如

を
三
密
の
金
剛
に
具
す
。
経
の
大
意
此
の
如
し
。
次
に
題
目
を

釈
せ
ば
、
大
と
は
横
竪
無
辺
際
の
義
な
り
。
毘
盧
遮
那
と
は
除

闇
遍
明
と
翻
ず
。
成
と
は
不
壊
不
断
の
義
な
り
。
佛
と
は
正
覚

正
知
の
義
な
り
。
神
変
と
は
測
ら
ざ
る
を
神
と
曰
う
。
常
に
異

な
る
を
変
と
名
づ
く
。
加
持
と
は
入
我
々
入
の
義
、
経
と
は
貫

串
不
散
の
義
な
り
。
入
真
言
門
住
心
品
と
は
此
の
教
の
菩
薩
は

真
語
を
門
と
な
す
。
因
よ
り
果
に
至
る
ま
で
皆
な
無
所
住
を
以

っ
て
、
而
も
其
の
心
に
住
す
故
に
此
の
名
を
得
。
品
と
は
類
別

是
我
聞
自
り
牙
種
生
起
に
至
る
ま
で
は
、
是
れ
序
分
な
り
。
爾

時
執
金
剛
秘
密
主
自
り
は
正
説
分
嘱
累
品
は
是
れ
流
通
分
な
り
、

委
し
き
旨
は
、
疏
家
の
解
釈
に
譲
り
奉
る
。

講
経
所
生
の
恵
業
を
捧
て
は
興
教
大
師
之
法
楽
に
資
し
奉
る

同
の
義
な
り
。
第
一
と
は
数
の
初
め
な
り
。
次
に
入
文
判
釈
せ

ば
、
如
是
我
聞
よ
り
牙
種
生
起
に
至
る
ま
で
は
、
こ
れ
序
分
な

り
。
爾
時
執
金
剛
秘
密
主
よ
り
は
正
説
分
な
り
。
嘱
累
品
は
こ

れ
流
通
分
な
り
。
一
経
の
三
門
、
要
を
取
る
に
斯
の
如
し
。
委

し
き
旨
は
、
経
の
現
文
に
譲
り
奉
る
。
講
経
所
生
の
恵
業
を
捧

げ
て
は
本
願
聖
霊
等
の
報
恩
に
資
し
奉
る
。

　

こ
の
よ
う
に
夏
報
恩
講
説
草
か
ら
採
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
こ
の
経
釈
は
赤
塚
師（

（（
（

の
指
摘
の
よ
う
に
宗
祖
大
師
の
『
大
日

経
開
題
（
大
毘
盧
遮
那
）』
よ
り
引
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
前
講
導
師
が
勧
請
に
て
「
大
日
経
深
妙
典
」
と
唱
え
て
い
る
の
に
経
釈
で
は
『
蘇
悉
地
経
』
を
講
讃
し
て
い
る
。

　
『
諸
説
草
』（

（（
（

に
挙
げ
ら
れ
る
説
草
は
す
べ
て
、
勧
請
の
入
句
に
お
け
る
経
典
名
と
講
讃
の
経
典
が
同
一
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

そ
れ
を
挙
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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法
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勧
請　
　
　
　
　
　
　

経
釈

　

上
巻　
　

外
院　

春
秋
通
用　
　
　
　
　

般
若
心
経
深
妙
典　
　

般
若
心
経

　
　
　
　
　

報
恩
講　

冬　
　
　
　
　
　
　

平
等
大
会
法
華
経　
　

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一

　
　
　
　
　

諸
社
通
用　
　
　
　
　
　
　
　

般
若
経
等
深
妙
典　
　

般
若
心
経

　
　
　
　
　

諸
霊
通
用　
　
　
　
　
　
　
　

弥
陀
経
等
深
妙
典　
　

阿
弥
陀
経

　

中
巻　
　

菩
提
院
報
恩
講
表
白
夏　
　
　

大
日
経
王
深
妙
典　
　

大
日
経
住
心
品
第
一

　
　
　
　
　

五
月
晦
日　
　
　
　
　
　
　
　

平
等
大
会
法
華
経　
　

妙
法
蓮
華
経
序
品

　
　
　
　
　

毎
日
講　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
鳴
龍
樹
諸
薩
埵　
　

大
乗
起
信
論

　

下
巻　
　

朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弥
陀
経
等
深
妙
典　
　

阿
弥
陀
経

　
　
　
　
　

十
二
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
密
平
等
深
妙
典　
　

理
趣
経

　
　
　
　
　

二
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　

三
密
平
等
深
妙
典　
　

金
剛
頂
経

　

こ
の
他
、
説
草
を
用
い
る
教
相
法
要
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

法
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勧
請　
　
　
　
　
　
　

経
釈

　
　
　
　
　

大
般
若
会　
　
　
　
　
　
　
　

般
若
経
等
深
妙
典　
　

般
若
心
経

　
　
　
　
　

仁
王
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

仁
王
般
若
深
妙
典　
　

仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜　

多
経
序
品
第
一

　
　
　
　
　

寿
量
品
会　
　
　
　
　
　
　
　

平
等
大
会
法
華
経　
　

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一

　
　
　
　
　

三
問
一
講　
　
　
　
　
　
　
　

三
密
平
等
深
妙
典　
　

金
剛
頂
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
日
経
王
深
妙
典　
　

大
日
経
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最
勝
講　
　
　
　
　
　
　
　
　

最
勝
王
等
深
妙
典　
　

金
光
明
最
勝
王
経

　

勧
請
に
は
経
釈
の
経
と
対
応
す
る
経
典
名
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
原
則
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
智
積
院
に
お
け
る
竪
義
講
師

の
表
白
で
の
勧
請
の
入
句
と
経
釈
は
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
、
何
故
に
相
違
が
起
こ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
元
禄
九
年

の
高
野
山
の
竪
精
で
は
、
静
慈
円
氏
の
報
告（

（（
（

に
よ
れ
ば
、
論
題
の
表
が
『
大
日
経
疏
』
と
あ
る
。
こ
の
た
め
に
「
大
日
経
等
深
妙
典
」

と
さ
れ
、
し
か
し
上
記
の
如
く
元
禄
九
年
は
子
の
歳
な
の
で
、
経
釈
は
『
蘇
悉
地
経
』
が
対
応
の
歳
に
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
相

違
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

智
積
院
に
現
存
し
て
い
る
竪
義
法
則
の
勧
請
の
入
句
は
「
大
日
経
等
深
妙
典
」
の
み
で
あ
る
の
で
、『
金
剛
頂
経
』
や
『
蘇
悉
地
経
』

の
と
き
に
は
、
ど
の
よ
う
な
文
句
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
金
剛
頂
経
』
の
と
き
は
、『
諸
説
草
』
に
従
え
ば
「
三
密
平
等
深
妙
典
」

と
な
る
が
、『
蘇
悉
地
経
』
を
講
讃
す
る
法
会
が
な
い
の
で
、
勧
請
に
ど
の
よ
う
な
文
句
を
入
れ
る
か
も
不
明
で
あ
る
が
、『
諸
説
草
』

の
他
の
勧
請
に
挙
げ
る
経
典
名
か
ら
推
察
す
る
に
「
蘇
悉
地
経
深
妙
典
」
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

因
み
に
、
現
在
智
積
院
の
御
遠
忌
等
に
勤
修
さ
れ
る
教
相
法
要
の
寿
量
品
会
で
は
『
法
華
経
』
寿
量
品
、
三
問
一
講
で
は
『
金
剛

頂
経
』
を
講
讃
し
て
い
る
。
豊
山
の
三
問
一
講
で
は
『
大
日
経
』
住
心
品
、
赤
塚
氏
に
よ
れ
ば
新
義
根
来
寺
で
も
『
大
日
経
』
住
心

品
で
あ
る
。
但
し
興
教
大
師
六
百
五
十
年
御
遠
忌
に
際
し
て
記
さ
れ
た
興
雅
の
『
御
遠
忌
法
会
記
』（

（（
（

に
よ
れ
ば
、
夏
報
恩
講
の
説
草

に
収
載
の
『
大
日
経
』
の
経
釈
を
用
い
た
と
あ
り
、『
密
教
事
相
体
系
』
で
も
『
大
日
経
』
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
相
違
は
さ
て
お
き
、

三
問
一
講
の
『
金
剛
頂
経
』
の
経
釈
は
、『
諸
説
相
』
に
あ
る
二
十
一
日
の
論
義
に
お
け
る
経
釈
が
『
金
剛
頂
経
』
で
あ
り
そ
の
内

容
と
同
文
で
あ
る
。
こ
の
経
釈
は
宗
祖
大
師
の
『
金
剛
頂
経
開
題
』
よ
り
の
引
用
で
あ
る
。

　

智
積
院
第
一
世
玄
宥
能
化
第
四
百
回
忌
御
遠
忌
に
使
用
さ
れ
た
三
問
一
講
の
説
草
の
勧
請
（
入
句
）、『
諸
説
草
』
所
収
と
の
経
釈

の
比
較
を
示
せ
ば
以
下
の
と
お
り
で
あ
る（

（（
（

。
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至
心
勧
請
遮
那
尊　
　

四
重
円
壇
諸
善
逝

　
　
　

三
密
平
等
深
妙
典　
　

二
蔵
三
転
諸
聖
教

　
　
　

普
賢
文
殊
諸
薩
埵　
　

身
子
目
連
諸
賢
聖

　
　
　

梵
釈
四
王
諸
護
法
（
以
下
同
じ
）

『
三
問
一
講
』
金
剛
頂
経
経
釈

『
諸
説
草
』「
廿
一
日
」

金
剛
頂
瑜
伽
一
切
如
来
真
実
攝
大
乗
現
証
大
教
王
経

金
剛
頂
瑜
伽
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経

将
に
今
此
の
経
を
釈
し
奉
ま
つ
ら
ん
と
欲
す
る
に
三
門
有
る
可

し
。
初
に
大
意
は
、
四
種
法
身
共
陳
此
道
の
妙
術
、
十
八
瑜
伽

同
示
本
趣
の
最
秘
要
な
り
。
実
と
に
是
れ
頓
証
仏
位
不
共
の
法
、

速
疾
神
通
難
信
の
教
な
り
。
次
に
題
目
は
、
金
剛
と
い
っ
ぱ
堅

実
の
名
、
如
来
の
実
智
に
喩
う
。
頂
と
い
っ
ぱ
、
頭
頂
の
義
、

仏
行
の
無
上
を
表
す
。
瑜
伽
と
い
っ
ぱ
惣
持
の
義
、
一
切
如
来

と
い
っ
ぱ
三
世
諸
仏
の
名
、
真
実
と
い
っ
ぱ
平
等
不
変
の
義
、

攝
と
い
っ
ぱ
能
所
攝
の
義
、
大
乗
と
い
っ
ぱ
三
十
三
の
摩
訶
衍

な
り
。
現
証
と
い
っ
ぱ
現
前
証
得
の
義
、
大
教
王
と
い
っ
ぱ
最

勝
頂
輪
王
に
名
ず
く
。
経
と
い
っ
ぱ
貫
線
摂
持
の
義
な
り
。
次

に
入
文
判
釈
せ
ば
、
此
の
経
に
惣
じ
て
四
品
有
り
。
金
剛
界
品
、

降
三
世
品
、
遍
調
伏
品
、
一
切
義
成
就
品
な
り
。
初
め
の
品
に

六
曼
荼
羅
を
説
く
。
今
此
の
三
巻
の
経
は
初
品
よ
り
翻
出
す
る

将
に
今
此
の
経
を
釈
せ
ん
と
る
に
三
門
有
る
可
し
。
初
に
大
意

は
、
四
種
法
身
共
陳
此
道
の
妙
術
、
十
八
瑜
伽
同
示
本
趣
の
最

秘
要
な
り
。
実
と
に
是
れ
頓
証
仏
位
不
共
の
法
、
速
疾
神
通
難

信
の
教
な
り
。
次
に
題
目
は
、
金
剛
と
い
っ
ぱ
堅
実
の
名
、
如

来
の
実
智
に
喩
う
。
頂
と
い
っ
ぱ
、
頭
頂
の
義
、
仏
行
の
無
上

を
表
す
。
瑜
伽
と
い
っ
ぱ
惣
持
の
義
、
一
切
如
来
と
い
っ
ぱ
三

世
諸
仏
の
名
、
真
実
と
い
っ
ぱ
平
等
不
変
の
義
、
攝
と
い
っ
ぱ

能
所
攝
の
義
、
大
乗
と
い
っ
ぱ
三
十
三
の
摩
訶
衍
な
り
。
現
証

と
い
っ
ぱ
現
前
証
得
の
義
、
大
教
王
と
い
っ
ぱ
最
勝
つ
頂
輪
王

に
名
ず
く
。
経
と
い
っ
ぱ
貫
線
摂
持
の
義
な
り
。
後
に
入
文
判

釈
せ
ば
、
此
の
経
に
惣
じ
て
四
品
有
り
。
金
剛
界
品
、
降
三
世

品
、
遍
調
伏
品
、
一
切
義
成
就
品
な
り
。
初
め
の
品
に
六
曼
荼

羅
を
説
く
。
今
此
の
三
巻
の
経
は
初
品
よ
り
翻
出
す
る
な
り
。
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な
り
。
一
々
の
深
義
具
に
述
ぶ
る
こ
と
能
は
ず
。
併
し
な
が
ら

三
宝
の
照
覧
に
任
す
る
者
な
り
。
講
演
所
生
の
恵
業
を
捧
げ
て

は
玄
宥
僧
正
の
法
楽
に
資
し
奉
る
。
法
味
甚
深
な
り
。
蓋
ぞ
五

根
五
力
の
徳
を
増
さ
ざ
ら
ん
に
ゃ
。
講
会
鄭
重
な
り
。
宜
く
三

点
三
密
の
用
に
荘
る
べ
し
。

一
々
の
深
義
具
に
述
ぶ
る
こ
と
能
は
ず
。
併
し
な
が
ら
三
宝
の

照
覧
に
任
す
る
者
な
り
。
講
演
所
生
の
恵
業
を
捧
げ
て
は
祖
師

聖
霊
の
法
楽
に
資
し
奉
る
。
法
味
甚
深
な
り
。
蓋
ぞ
五
根
五
力

の
徳
を
増
さ
ざ
ら
ん
。
講
会
鄭
重
な
り
。
宜
く
三
点
三
密
の
用

に
荘
る
べ
し
。

然
ば
則
ち
、
内
証
の
深
細
は
果
海
湛
々
と
し
て
動
く
こ
と
無
く

外
用
の
寛
広
は
、
化
導
歴
々
と
し
て
方
に
普
ね
か
ら
ん
。
祈
願

本
に
帰
す
る
が
故
に
真
宗
鑽
仰
の
窓
の
前
に
は
、
五
相
の
観
花

萬
春
を
送
て
も
萎
む
こ
と
無
く
、
大
悲
広
済
の
室
の
内
ち
に
は

三
密
の
覚
月
、
千
秋
を
経
て
も
傾
た
む
か
ざ
ら
ん
。
山
内
繁
昌

に
し
て
恵
日
を
二
千
余
回
の
夕
べ
に
耀
か
し
、
寺
門
興
復
に
し

て
法
灯
を
五
十
六
億
の
暁
に
伝
え
ん
。

然
ば
則
ち
、
内
証
の
深
細
は
果
海
湛
々
と
し
て
動
く
こ
と
無
く

外
用
の
寛
広
は
、
化
導
歴
々
と
し
て
方
に
普
ね
か
ら
ん
。
祈
願

本
に
帰
す
る
が
故
に
真
宗
鑽
仰
の
窓
の
前
に
は
、
五
相
の
観
花

萬
春
を
送
て
も
萎
む
こ
と
無
く
、
大
悲
広
済
の
室
の
内
ち
に
は

三
密
の
覚
月
、
千
秋
を
経
て
も
傾
た
む
か
ざ
ら
ん
。
院
内
繁
昌

に
し
て
恵
日
を
二
千
余
回
の
夕
べ
に
耀
か
し
、
寺
門
興
復
に
し

て
法
灯
を
五
十
六
億
の
暁
に
伝
え
ん
。

重
て
乞
う
、
龍
図
跡
と
鮮
に
し
て
南
明
の
化
曇
る
こ
と
無
く
、

鳳
歴
運
長
く
し
て
北
辰
の
位
動
か
ざ
ら
ん
。

法
主
諸
徳　

悉
地
成
就　

有
性
無
性　

平
等
利
益

抑
も
所
講
の
経
の
初
め
に
返
て
多
く
の
文
段
有
り
。
そ
の
始
め

の
文
如
何
。

南
無
金
剛
頂
瑜
伽
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経

重
て
乞
う
、
龍
図
跡
と
鮮
に
し
て
南
明
の
化
曇
る
こ
と
無
く
、

鳳
歴
運
長
く
し
て
北
辰
の
位
動
か
ざ
ら
ん
。

貫
首
上
綱　

御
願
円
満　

法
主
大
衆　

悉
地
成
就

有
性
無
性　

濟
成
仏
道　

有
縁
無
縁　

平
等
利
益

抑
も
所
講
の
経
に
返
て
多
く
の
文
段
有
り
。
そ
の
始
の
文
如
何
。

南
無
金
剛
頂
瑜
伽
一
切
如
来
真
実
摂
大
乗
現
証
大
教
王
経

　

三
問
一
講
説
草
の
『
金
剛
頂
経
』
講
讃
の
文
も
『
諸
説
草
』
所
収
の
も
の
と
同
文
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、『
金
剛
頂
経
』
を

経
釈
す
る
場
合
に
は
、『
諸
説
草
』「
廿
一
日
」
と
同
じ
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
大
日
経
』
を
経
釈
す
る
場
合

に
は
、
豊
山
や
根
来
寺
で
も
夏
報
恩
講
の
講
讃
の
文
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
こ
の
夏
報
恩
講
の
文
を
使
用
し
た
と
推
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察
す
る
も
の
で
あ
る
。

四
、
問
者
の
問
い
か
け
に
て
「
講
讃
の
経
の
中
に
は
」
と
し
な
が
ら
質
問
の
内
容
は
『
蘇
悉
地
経
』
か
ら
質
問
し
て

い
な
い
。

　

講
師
の
表
白
に
続
き
、
問
者
の
質
問
に
な
る
が
、
こ
こ
に
て
「
講
讃
の
経
の
中
に
」
と
し
て
「
初
地
浄
菩
提
心
相
」
と
「
金
剛
宝

蔵
相
」
を
質
問
し
、
講
師
が
答
え
て
い
る
。『
竪
義
綱
要
』
に
は
「
初
地
浄
菩
提
心
相
」
の
こ
と
を
「
初
地
即
極
」
の
こ
と
と
解
し

て
い
る
。
よ
っ
て
二
つ
の
質
問
は
、
聖
憲
（
一
三
〇
七
―
一
三
九
二
）
の
『
大
疏
百
条
第
三
重
』（

（（
（

の
中
に
あ
る
論
題
で
あ
る
こ
と
が

解
る
。
講
師
の
答
え
に
も
「
疏
家
に
は
」
と
し
て
お
り
『
大
日
経
疏
』
の
釈
を
指
し
て
い
る
の
で
、
釈
経
で
は
『
大
日
経
』
を
講
讃

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
実
際
に
は
経
釈
に
お
い
て
は
『
蘇
悉
地
経
』
を
講
讃
し
て
い
て
、「
講
讃
の
経
の
中
に
」

と
し
て
質
問
す
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
も
、
元
禄
九
年
の
高
野
山
山
王
院
竪
精
が
『
大
日
経
疏
』
を
表
の
論
題
と
し
て
い
た
た
め
に
、
そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
論
義
の
内
容
と
講
讃
の
経
が
合
わ
な
い
。

　

竪
義
で
は
論
題
の
組
み
合
せ
を
「
疏
十
釈
二
」
と
し
て
聖
憲
の
『
大
疏
百
条
第
三
重
』
第
十
巻
か
ら
五
題
、『
釈
論
百
条
第
三
重
』

第
二
巻
か
ら
五
題
が
選
ば
れ
論
義
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
大
日
経
疏
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
内
容
を
論
義
す
る
の
に
経
釈
に
は
『
蘇

悉
地
経
』
を
用
い
る
の
で
、
合
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
冬
報
恩
講
は
『
大
日
経
疏
』
に
つ
い
て
論
義
す
る
に
対
し
て
講

讃
の
経
は
『
法
華
経
』
で
あ
り
、
夏
報
恩
講
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
つ
い
て
論
義
す
る
に
対
し
て
講
讃
の
経
は
『
大
日
経
』
で
あ
る
。
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更
に
は
頼
瑜
に
対
し
て
の
中
性
院
竪
義
も
『
束
草
集
』
に
は
「
弥
陀
の
素
怛
覧
の
妙
旨
を
讃
ず
。
先
ず
講
経
一
坐
の
梵
席
を
飾
り
、

次
い
で
豎
義
五
門
の
斎
莚
を
刷
ろ
い
、
勧
劣
向
勝
門
の
義
科
を
決
す（

（（
（

」
と
あ
り
、「
勧
劣
向
勝
門
」
と
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
第
十
巻

に
あ
る
「
勧
劣
向
勝
不
退
門
」
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
根
来
寺
の
論
義
の
様
子
を
伝
え
る
『
塵
塚
』
に
よ
れ
ば
頼
瑜
の
忌
日
で
あ
る

一
月
一
日
を
一
ヶ
月
繰
り
上
げ
、
十
二
月
一
日
に
弔
講
と
し
て
「
報
身
報
土
」
の
論
題
に
て
竪
義
を
行
う
こ
と
が
記
さ
れ
、
こ
れ
も

『
釈
摩
訶
衍
論
』
第
十
巻
「
勧
劣
向
勝
不
退
門
」
に
つ
く
論
義
で
あ
る
。『
釈
摩
訶
衍
論
』
を
論
義
し
、
説
草
に
お
い
て
講
讃
す
る
も

の
は
『
阿
弥
陀
経
』
で
あ
る
。
五
坊
（
清
浄
金
剛
院
）
八
講
で
も
『
法
華
講
説
草
』（
四
日
四
座
）（

（（
（

に
よ
れ
ば
、
講
経
は
『
法
華
経
』、

論
義
は
『
大
日
経
疏
』
と
な
っ
て
い
る
。
因
み
に
冬
報
恩
講
に
お
け
る
『
法
華
経
』
の
読
誦
并
び
に
講
讃
の
理
由
に
つ
い
て
は
諸
説

あ
る
が
、
報
恩
講
法
要
が
法
華
八
講
か
ら
の
転
化
に
よ
っ
て
成
立
し
た
と
見
る
な
ら
ば
、
す
で
に
根
来
寺
の
法
華
八
講
に
お
い
て
理

由
が
定
か
で
は
な
い
が
、『
法
華
経
』
を
講
讃
し
、『
大
日
経
疏
』
に
つ
い
て
論
義
す
る
伝
統
を
踏
襲
し
た
も
の
と
言
え
る
。

　

鎮
守
講
で
も
、『
束
草
集
』
に
は
「
鷺
池
の
経
巻
を
講
讃
し
、
此
の
徳
用
を
添
え
ん
が
為
に
龍
樹
の
論
義
を
談
話
す（

（（
（

」
と
あ
り
、

鷺
池
の
経
巻
と
は
『
大
般
若
経
』、
龍
樹
の
論
義
と
は
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
講
讃
の
経
は
『
大
般
若
経
』
を
用
い
、

『
釈
摩
訶
衍
論
』
論
義
す
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
三
問
一
講
も
『
大
日
経
疏
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
内
容
に
つ
い
て
三
組
六
題
を
出
題
し
論
議
す
る
が
、
講
讃
は
上
述
の
と

お
り
『
金
剛
頂
経
』
で
あ
る
。
因
み
に
豊
山
で
は
『
大
日
経
疏
』
よ
り
三
組
六
題
の
出
題
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
必
ず
し
も
論
義
の
内
容
と
、
説
草
の
講
讃
の
経
が
同
一
で
あ
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
も
の

で
あ
る
。
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ま
と
め

　

以
上
、
考
察
し
た
よ
う
に
竪
義
に
お
い
て
『
蘇
悉
地
経
』
を
講
讃
す
る
こ
と
は
、
竪
義
を
伝
え
た
高
野
山
以
来
の
伝
統
で
、
元
禄

九
年
が
子
歳
で
あ
っ
た
の
で
、『
蘇
悉
地
経
』
が
講
経
と
し
て
講
讃
さ
れ
、
同
年
に
智
積
院
に
て
再
興
し
た
時
の
も
の
を
そ
の
ま
ま

伝
承
し
て
定
型
化
さ
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
覚
眼
能
化
が
智
山
初
の
大
僧
正
で
あ
り
、
新
義
真
言
宗
の
護

持
僧
と
し
て
、
ま
た
僧
禄
と
し
て
の
立
場
に
就
い
て
お
り
、
覚
眼
能
化
製
作
の
も
の
が
金
科
玉
条
の
如
く
扱
わ
れ
て
い
た
も
の
と
予

想
さ
れ
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
高
野
山
に
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
三
部
秘
経
と
し
て
『
大
日
経
』、『
金
剛
頂
経
』、『
蘇
悉
地
経
』
の
三
つ
の

経
典
を
各
年
に
て
講
讃
す
べ
き
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
勧
請
の
句
も
「
大
日
経
等
深
妙
典
」
と
あ
る
箇
所
も
、
各
々
の
講
讃
す
る
経
典
に
相
応
し
た
文
句
に
改
め
た
ほ
う
が
適
当
か

と
思
わ
れ
る
。

　

論
義
す
る
内
容
と
講
讃
の
経
が
合
致
し
な
い
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
論
義
の
内
容
を
比
較
し
た
時
に
、
必
ず
し
も
こ
の
と
お
り
で

は
な
い
の
で
、
問
題
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
追
記
〉
本
論
文
執
筆
に
当
た
り
、
真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁
、
総
本
山
智
積
院
内
局
よ
り
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
、
竪
義
関
係
の
貴

重
な
所
蔵
文
献
の
閲
覧
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
赤
塚
祐
道
師
、
粕
谷
善
通
師
に
も
貴
重
な
文
献
を
教
示
・

ご
提
供
い
た
だ
き
、
智
山
講
伝
所
石
川
照
貴
師
に
は
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。



智積院竪義前講法要における経釈の問題

― 201 ―

註（
１
）『
続
真
言
宗
全
書
』
三
十
一
、
一
四
九
頁

（
２
）
村
山
正
栄
編
『
智
積
院
史
』
一
三
八
頁

（
３
）『
金
剛
峯
寺
年
中
行
事
』
水
原
堯
栄
編
、
二
四
二
頁

（
４
）『
伝
法
会
会
奉
行
手
鏡
』
赤
塚
祐
道
（『
豊
山
教
学
大
会
紀
要
』
第
四

十
号
。
平
成
二
十
四
年
三
月
発
行
）

（
５
）
広
音
の
『
伝
法
大
会
手
鑑
』
に
は
「
初
め
覚
眼
、
運
寿
、
義
山
の
三

人
、
野
山
に
遊
び
之
を
伝
え
る
の
日
、
南
山
役
草
に
於
て
は
博
士
な

し
。
故
に
三
人
博
士
を
点
じ
て
前
官
に
呈
す
」（『
智
山
全
書
』
第
十

巻
、
二
三
八
頁
、
上
）
と
あ
り
、
三
人
と
な
っ
て
い
る
。
但
し
、『
純

雅
雑
記
』（『
智
積
院
史
』
第
一
編　

一
三
七
〜
一
三
八
頁
）
に
は
「
問

云
ク
、
伝
法
大
会
ヲ
初
行
セ
ラ
レ
候
ハ
イ
カ
ニ
。
答
云
ク
、
軌
則
譜

曲
等
ヲ
習
学
ス
ル
タ
メ
覚
眼
・
運
寿
両
人
高
野
山
ニ
躋
リ
、
法
要
論

談
ノ
軌
則
、
竪
者
・
精
義
・
五
問
・
前
講
論
匠
所
作
等
悉
ク
暗
練
セ

ラ
レ
、
帰
山
ノ
後
根
嶺
ノ
法
則
ト
照
合
シ
テ
、
覚
眼
ヲ
精
義
ト
シ
、

運
寿
ヲ
竪
者
ト
シ
テ
、
金
堂
ニ
オ
イ
テ
始
行
セ
ラ
ル
也
」
と
あ
り
、

覚
眼
・
運
寿
の
両
名
と
あ
る
。
一
方
、
瑜
伽
教
如
猊
下
の
『
竪
義
辨

要
』（『
瑜
伽
教
如
著
作
集
』
第
二
巻
所
収
）
に
は
「
傳
に
云
く
、
是

れ
よ
り
先
、
覚
眼
、
運
寿
、
義
山
（
智
山
第
十
二
世
）、
巧
智
の
四
人
、

野
山
に
登
り
威
徳
院
に
寓
し
、
弥
勒
院
従
り
こ
れ
を
伝
う
と
云
云
」

と
し
て
、
四
人
と
し
て
い
る
。
同
様
に
林
田
光
禅
氏
の
『
智
積
院
誌
』

（
四
〇
頁
）
に
は
「
豊
山
は
既
に
南
都
の
格
を
伝
へ
て
伝
法
大
会
を

勤
め
つ
ゝ
あ
り
し
が
、
宥
鑁
能
化
は
、
覚
眼
、
運
寿
、
義
山
、
観
応

の
四
哲
を
高
野
山
に
遣
は
し
て
其
格
を
習
は
し
め
、
元
禄
九
年
九
月

十
五
日
、
覚
眼
を
精
義
と
し
運
寿
を
竪
者
と
し
て
挙
行
せ
し
め
給
ふ
」

と
あ
る
。

（
６
）
宝
永
四
年
に
は
智
積
院
所
属
と
な
る
。

（
７
）『
智
山
全
書
』
第
十
巻
、
二
八
〇
頁

（
８
）『
智
山
全
書
』
第
十
巻
、
二
三
〇
頁

（
９
）『
智
山
法
要
便
覧
』
第
二
集
、
六
〇
頁

（
10
）
村
山
正
栄
編
『
智
積
院
史
』
第
一
編　

一
三
七
〜
一
三
八
頁

（
11
）『
智
山
全
書
』
第
十
巻
、
二
三
八
頁
、
上

（
12
）『
諸
説
相
』
に
つ
い
て
は
、「
説
草
に
つ
い
て
」
赤
塚
祐
道
師
（『
豊

山
教
学
大
会
』
紀
要　

第
四
十
二
号
）
に
詳
し
い
。

（
13
）
動
潮
能
化
「
伝
授
目
録
」『
三
宝
院
流
幸
心
方
伝
授
目
録
』（『
智
山

全
書
』
第
九
巻　

七
五
三
頁
）

近
年
で
も
第
六
十
世
那
須
政
隆
猊
下
の
一
流
伝
授
で
も
、
そ
の
「
伝

授
目
録
」（『
那
須
政
隆
著
作
全
集
』
第
八
巻　

四
五
一
頁
）
に
挙
げ

ら
れ
、
智
積
院
に
お
け
る
第
六
十
八
世
宮
坂
宥
勝
猊
下
に
よ
る
一
流

伝
授
の
目
録
で
も
同
じ
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
14
）「
伝
法
大
会
竪
義
綱
要
」
髙
井
観
海
著
（『
真
言
教
理
の
研
究
』
三
五

〇
頁
）

（
15
）「
前
講
法
則
」『
智
山
全
書
』
第
十
巻
、
二
七
四
頁

（
16
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
巻　

一
五
五
頁　

※
当
目
録
で
は
、

假
名
が
龍
有
と
な
っ
て
い
る
が
、
隆
願
は
筆
者
住
職
寺
で
あ
る
北
陸

教
区
第
九
番　

瀧
谷
寺
第
四
十
五
世
で
あ
り
、
假
名
は
龍
存
で
あ
る
。

誤
植
で
あ
る
の
で
改
め
た
。

（
17
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
巻　

一
五
五
頁
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（
18
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
巻　

三
九
九
頁

（
19
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
巻　

一
五
五
頁

（
20
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
巻　

三
九
八
頁

（
21
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
巻　

四
〇
〇
頁

（
22
）『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』
第
二
巻　

四
〇
〇
頁

（
23
）『
大
正
蔵
』
六
十
一
、
三
八
九
頁

（
24
）「
説
草
に
つ
い
て
」
赤
塚
祐
道
師
（『
豊
山
教
学
大
会
』
紀
要　

第
四

十
二
号　

一
六
二
頁
）

（
25
）『
瑜
伽
教
如
著
作
集
』
第
二
巻
所
収

（
26
）『
豊
山
伝
法
大
会
儀
則
』（
有
限
会
社　

豊
山　

昭
和
五
十
一
年
発
行
）

（
27
）『
根
嶺
伝
法
大
会
艸
本
』（
新
義
真
言
宗
宗
務
所　

昭
和
五
十
三
年
発

行
）

（
28
）『
訂
正　

諸
説
草
』
巻
中
。
瀧
谷
寺
所
蔵
、『
智
山
書
庫
所
蔵
目
録
』

第
一
巻　

四
四
四
頁
下

（
29
）「
説
草
に
つ
い
て
」
赤
塚
祐
道
師
（『
豊
山
教
学
大
会
』
紀
要　

第
四

十
二
号　

一
六
〇
頁
）

（
30
）『
訂
正　

諸
説
草
』
一
帙
三
巻
三
冊　

瀧
谷
寺
所
蔵
。『
智
山
書
庫
所

蔵
目
録
』
第
一
巻　

四
四
四
頁
下
。

（
31
）「
高
野
山
山
王
院
竪
精
（
資
料
三
）」
静
慈
円
（『
高
野
山
大
学
論
叢
』

三
十
三
号　

四
〇
頁
）

（
32
）『
智
山
全
書
』
第
十
巻
、
四
三
六
頁
、
上

（
33
）
瀧
谷
寺
貝
谷
隆
覚
師
書
写
本

（
34
）『
大
蔵
経
』
七
十
九
巻　
「
初
地
即
極
」
―
第
五
巻
。「
金
剛
法
蔵
」

―
第
六
巻

（
35
）『
続
真
言
宗
全
書
』
三
十
一
、
一
〇
四
頁

（
36
）
大
伝
法
院
学
頭
聖
融
が
応
永
二
十
八
年
（
一
四
二
一
）
に
書
写
。

（
37
）『
続
真
言
宗
全
書
』
三
十
一
、
一
〇
八
頁

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　

竪
義　

前
講
法
要　

蘇
悉
地
経　

説
草　

経
釈　

講
経


